
分校には大きなイチョウの木が数本あり、山の方から順々に黄色く色づき始めてきます。１１月も半ばとな

り、正門近くの大きなイチョウも黄色くなって、秋の深まりを感じます。

日本では新型コロナウイルス感染状況がここしばらく落ち着いておりますが、分校では今年も校内開催

とさせていただいた文化祭「直峰祭」を８日実施しました。今年は３年生に芸術を履修している生徒が多く、

午前の音楽発表や、美術や書道、家庭科の校内展示が充実しました。スポーツ、文化の両愛好会もそれ

ぞれステージ発表を行い、文化祭を盛り上げてくれました。普段教室では見られない生徒の才能や努力

がいろいろなかたちで発揮されていました。生徒会はこの直峰祭に向けて試行錯誤してイベントを考案し、

午前中は「安塚ゲーム王」、午後は各クラスでの縁日を実施しました。「安塚ゲーム王」は全員参加のゲー

ム大会で、普段はできない異学年間の交流がカードゲームを通して自然と図られ、生徒にとって人間関係

を広げることのできた良い機会となりました。ＳＮＳ等でのゲーム

が全盛の時代ですが、お互いの喜怒哀楽を感じながら楽しめる

時間の良さ、温かさをそれぞれが感じたことと思います。少人数

の学校だからこそ、多くの生徒が企画も含め学校行事に自主的

に参加し、自ら楽しんでいける時間を増やし、それぞれが互いの

良さを感じながら、成長していける学校にしていきたいと考えま

す。

なお、芸術作品や家庭科で制作した作品などは、文化祭後も

しばらく展示しております。御都合がよろしければ、御来校いただ

き、御覧になっていただければと存じます。
教員も参加しての「安塚ゲーム王」

直峰祭開催 １１月８日

「グリーンスリーブス」四重奏 個性をデザインで （美術選択） 百人一首と盆蒔絵 (書道選択)

（音楽選択）

← オープニングを盛り上げたス

ポーツ愛好会の手押し相撲トーナ

メント

ステージ発表

ピアノとギターでの「千本桜」

文化活動愛好会 →

「昨年はできなかったクラス企画ができて良かったです。クラス企画に来てもらって、特に担任の先生に

喜んでもらえたことが印象深いです。」（３年女子）

高田高校安塚分校だより

直峰通信
令和３年１１月１７日（水）発行



（上） 家庭科作品展 エプロン・ミサンガ

（左） オススメ本紹介～図書委員会

大人も夢中に ～ 1年企画「射的」

「学年を越えていろいろな人と交流ができておもしろかった。３年生が考えたコインゲームは手間がか

かっていて楽しい仕掛けでした。」（１年男子）

「お財布にも優しく、普段使わない筋肉を使うことができ、しかもカロリー消費も。２年生は健康的な出し

もの（校舎１階から５階までを歩き回るスタンプラリー＆クイズ）を企画しました。」（２年男子）

２年企画「校内キーワード集め」 ３年企画「コインドロップ」 １０円玉を転がすとお菓子がもらえます

いじめ根絶宣言 直峰祭にて

直峰祭開会に先立ち、外立生徒会長より、いじめ根絶宣言が全校生徒に向けて発表されました。分校

で毎年生徒会長によって引き継がれてきた行事、決意を新たにする機会となりました。以下宣言文です。

いじめは「その場のノリ」とか「なんとなくムカつく」といった些細な理由で始まり、周囲の人間がその場の

空気に流され、止めに入らないことで激化します。「いじめ見逃しゼロ」というスローガンを耳にしたことがあ

ると思いますが、いじめは始まってしまったら、そう簡単に止めることはできません。なので私は「いじめを見

逃さない」前に「いじめを断固として許さない」という空気をつくっていく必要があると考えています。

いじめは、何の非もない人の人生に消えない傷を残す許してはならない行為です。私たちの友達、家族、

大切な人たちの人生を「いじめ」に侵させないために、私たち一人一人が「いじめを許さない」という意志を

もつことが、いじめ根絶の第一歩になると私は信じています。

分校では体育館渡り廊下に、生徒による人権啓発ポスターを掲示し、いじめ根絶を含め、さまざまな人

権を守る意識の向上に努めています。

１２月、１月行事予定

１２月２日（木）～７日（火） 期末考査 ８日（水）～ 面談週間 １５日（水） 薬物乱用防止セミナー

２４日（金） 終業式、球技大会 ２７（月）～１月６日（木） 冬季休業

１月７日（金）始業式、課題考査 ２１日（金）～２６日（水）３学年学年末考査
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